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‘第 1戦優勝千田/新保組

コルデイア~WD
JAF:全日本ラリー選手権第1・2戦で圧勝。堂々上位独占を果たす/

去る 1 月26~27日!こ、本格的スノー 日高地方の山岳コースをメインとす 優勝の実績もあって、このラリーでも 半重宝はほとんど雪ガない状態。この優

ラリーとして行なわれだ'85JAF全日 る全長約 400kmのコース。第Tステ 優勝候補に挙げられていましだガ、見 勝でコルアィ戸のダート面での確かな

本ラリー選手権第1戦「第6ロスノー ジの白鳥湖で氷上タイムトライアルガ 事期待に応え、コルディ戸の高いポテ 走りが実証されだことになります。

イン・クレスト'85~。 行なわれ、第2ステージからガラリ ンシャルを実証しましだ。 今後、さらにダート路面用としての

北海道苫小紋郊外、ウトナイ溜をス 区間、スペシャルステージ4力所を含 本州で行なわれるスノーラリーとし 仕様熟成を進めることにより、第3戦

タート ・ゴールとしたこのラリーに、 む、全コース雪の本格的スノーイベン て歴史と実績のあるこのラリーは、赤 以降についても好成績を挙げられるよ

「ラリ一戸ート・コルアィ戸」を始め トというものでした。 減山をスタートし、軽井沢ヘゴールす う、キット等の改良ガ進められていま

CMSCメンバーを含む言十6台のコル ぎた、続いて2月 9~10日 lこ開催さ る、群馬、長野の山岳コース約 300km すので、どうかご期待ください。

ディ戸4WDガエントリー、見事、 T れた第2戦「第16回DCCSウインタ を舞台としだもの。

.3・4・7位と上位を独占する快挙 ーラリ 」でも、まだまだコルディ戸 スノーラリーとはいうものの、当日

AIIIIIIIII・を成し遂げましだ。 4WDガ1.2・3lliを独占/第T戦 は雨ガ渡しく、スペシャルステージの CMSC 
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'85JAF全日本ラリー選手権一一レポートfromナビゲーターズシート

コルデイア~WDスノーラリーたk位をさらい、圧勝グ
第1鞍“スノーインクレスド85"
テ'ビュー載で堂々優勝のコルディア

オールスターラリーでは、久しぶり

にケンジ口選手のナピゲターズシ

ートを体験。その興奮も覚めぬまま、

念願の海外ラリー初挑戦のRACラリ

ーを終了し、やっとひと恵、という頃

には、もう'55JA F全日本ラリー選手

権第1戦は目前に迫っていたのだった。

昨年同様、チームAOVANは、来

だるべき二ユー力ーの準備のだめ、冬

の1・2戦はお休みと決まっていだ。

しかし、昨年第7戦をオフィシャルと

して週ごしだ羽豆選手、 「今年こそは

プライベートでも出場しだし¥Jとスポ

ンサー援しに走りまわった。その結果、

力一プラザ札幌西のご協力により、ス

ノーラリ 周ζ して最高のマシン、、コ

ルアィ戸4WO"を使えるメドガっき、

秘かに準備ガ進められていだのである。

T月25日夜、チボーラリー以来半年

ぶりの干歳空港に T人淋しく降り立つ。

ホテルに着くと、今回 、ラリ一戸ート

コルディ戸Hで出場する日下部選手や

そのサポート役のタス力のメンバーも

ぎだテストから戻っていない。しかし、

第1戦第3位総本/中村総 第T戦第4位日下部田口組

第2戦第2位羽豆/田口組 第2戦第3位松本中村組

さすがに北海道、息するだびに鼻の中 ヘ至るコース。まずは足慣らしと-20。 イ戸ぺと4力所のスペシャルステージ でも競技Icl:GO!コルアィ戸の工ント

ガ凍りつきそうであるo 12時頃やっと Cの竜門パークのサービスへだどり着 ガ待っている。我らと2位との差はわ リーは、前年のチャンブ伸弥選手、前

日下部選手をはじめとする mラリ一戸 く。結果は館山選手ガダントツで上り、 ずか9.2秒。「ここ右IIJ危うくミスコ 固の3位に気をよくしだ松本選手、 C

ートチームμ のメンバーが戻ってきた。 2位ヘ浮上。我が羽豆選手ガここぎで ースを防いだと思ったら、突然、ガ1) MSC青森からは、大西選手、そして

羽豆ドライバーも一緒に練習していだ 1位をキーブ。スパル勢はやや不調で、 ガ1)"という不気味な音と共lこ2ndの 羽豆選手の計4台。伸弥選手は氷」こで

とのこと。まずまずの結果で明白の本 加藤選手ガ4位につけているのみ。タ ギヤガまつだく作動しなし¥! "なんだ 張りきりすぎてコースフコウト、スタツ

番ガ楽しみだそうである。とりあえず ス力の石黒社長いわく「コルディ?の これは I"、、ペスダウンして完走か? クのだめ大幅に後退。この氷上、スパ

石狩鍋で体をあ芝だめる。 ビリは詮だ!J コルアィ戸の順位ガそ それとも行ける所まで行くかφH もう ルガ意地をみせてトップは清水選手。

T月26日、スノーインフレスト'55" のまま総合順位にもつながるという大 ここまで来芝ら行くしかない"と決ゆ 前日の大雪、当日の大雨と異常気象

集合地点はいつものウトナイレイフホ 活躍。大西選手の村上ナピは補正ガ合 してGO.庁昨年のR-8ラリ のこ のなかでスタートガ切られたOCCS

テル。期待のコルディ戸はれラリ一戸 わないと深刻な顔で、後半を疾走する。 ともある、蚤後までもってくれ/祈る ラリー。赤減山をスタートとし、いつ

ート"の日下部選手はじめ、 CMSC 第3ステージ。スタ ト早々、スパ しかない。しかし、事態は悪化するー もの軽井沢、浅間ハイランドパークヘ

青森の館山選手、大西選手、そして京 ル期待の加藤選手ガエンジントラブル 万だ。ついにラストの第4SS、3.5 向かう。まずは榛名wの1cpを順調に

都の走り屋松本選手、地元北海道から でリタイヤ。残された興味は、コルデ kmさえもってくれれば、との祈りもむ 消化して二度上峠ヘ向かう。 2目前ま

は干回選手、それに羽豆選手を加えて、 イ戸の誰ガ勝つのか?初めての4WO なしく、とうとう息の根をi上めてしま

に戸惑い、調子に乗り切れない羽豆選

手であるが無難にまとめ、第3ステ

った、それもラスト 1kmの地点で

終わつだ。

言十6台。いずれも、、ラリ一戸ートH の

スペシャルJiーツを組み込んでいる。

対する、伝統のスパJレ4WO勢は、昨 ジを終了しても、まだイ 1立をキーブ。
第2戦“DCCSウインターラリー"

年の覇者、加藤選手はじめ3台である。 館山選手は章者いあまってコース戸ウト。
ν コルテ~17(11.2 ・ 3位を独占

まず第1ステージは白鳥溜での氷上 干回選手ガペース戸ツプし2位ヘ浮上。

トライ戸ル。 3台1組で2回のトライ 氷上、第2ステージと不調の松本、日 北海道での雪辱を晴らすと誓つ芝第

7フルにスタート。このステ ジ、所要 下部両選手も調子を上げ、大西選手も 2戦、 OCCSウインターラリー。

秒の3倍ガ減点となる。トップは貫禄 徐々にペース戸ツプ。 2WOで驚異的 例年のとおり、赤蛾山、小沼での氷

のスバル加藤選手、 2番手は羽豆選手。 走りを見せる田中選手以外、 上位はコ 上トライフフルで幕明け。 OCCS始CJ;

ではまつだくのドライであつだコース

ガ、雪と雨でシャーベット地獄。それ

|こ一般車ガ走っている/スタックだ庁

コンピュータ のファイナJレガ、あっ

という閏lこマイナスとなっていく。前

回といい、今回といいついていない。

ここで終わりか中と思いつつ次ヘ進む。

ハイランドパークヘ戻り、サービス

を受けながら情報を集めると、大西選

手ガダントツで上っていて、我らは2

PM7:01、第2ステージラ1)一区間 ルディ戸一色である。 って以来という悪天候に見舞われ、予 分近<離されている、もうダメだグ

のスタート。ウトナイ湖から日高高原 さあ、ラストステージ。 2ヵ所のハ 定の2トライはTトライに縮小。それ しかし、そのうちに二度土峠のより区
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